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成と外膝葉細胞の卵表全体への拡張、 2)10節からなる腹部体節制、 3)羊膜の産生、 4)紫膜の集中による







ナガコムシ亜自の発生学的研究に基礎を置いて、 Machidaet al. (2002)は iIJ壬と佐膜の機能分化の進化的
変遷Jの観点を発展させ、羊膜をコムシ目と外顎類の共有派生形質とし、両群の姉妹群関係を示唆した。今
回、ハサミコムシ亜日でもナガコムシ亜自同様、羊膜が産生されることが明らかとなったことで、ナガコム







とカマアシムシ自 andI orトピムシ日との関の棺向性は必ずしも支持されな(.， ¥0 したがって、内顎類の枠組
みを超えた系統学的議論は可能である。本研究から、六脚類=欠尾類(口カマアシムシ呂+トピムシ目) + 
(コムシ自+外顎類)との系統仮説が提出される。
審査の結果の要旨
本論文において、関谷氏は六脚類コムシ自ハサミコムシ亜日の佐発生過程を詳細に記載、検討し、同亜日、
同自の匹発生の特徴を明らかにした。得られた知見をもとに包括的な比較発生学的議論を展開し、六脚類の
ベーサルクレードの系統進化、グラウンドプランの再構築を試み、新たで説得力のある系統仮説を提出した。
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コムシ自は六脚類の高次系統、グラウンドプランの論考の上で、極めて重要なグループであるが、ハサミコ
ムシ亜自の発生学的知見の不足は、これらの系統学的議論の発展に大きな韓害であった。関谷氏のハサミコ
ムシ亜日に関する発生学的記載ならびに系統学的議論は極めて質の高いものであり、動物界最大群である六
脚類の包括的理解に大いに資する労作である。
平成 24年 2月l日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行ない、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行なった。その結果、審査員全
員によって合格と判定された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有すると認める。
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